
令和５年度公共事業再評価調書 担当課名　農地保全課

25

工事着手年度 25

(1)事業目的

(2)事業内容

　（受益面積：149.0ha（水田：59.2ha、畑：89.8ha）

・ 排水路工：延長3,832m

(1)事業を巡る社会経済情勢等の変化

(2)事業の投資効果

　　総便益（B)： 千円 総費用（C)： 千円

　　総費用総便益比（B/C)：

　　経済的内部収益率(EIRR)： 20.4%

(3)事業の進捗状況（Ｒ５年度末見込み） Ｒ６年度以降残事業

　事業費ベース進捗率： 70.1% 排水路：延長981m

　事業量ベース進捗率： 74.4%

評価

評価

(1)対応方針

本事業を（　継続　・　見直し後継続　・　中止　）する。

(2)理由

必要性等

　本地区は浜松市南部の遠州灘沿いに位置し、国道１号などの主要道路が近隣に存在し、交通条
件に恵まれた地域である。
　地区の排水を担う米津排水路及び屋島川については、流域内の開発等により、排水路への流入
量が増大しており、近年の頻発化、激甚化した豪雨時には甚大な湛水被害が発生しており、早急
な排水対策が必要となっている。

【視点３】

コスト縮減・
代替案立案等
の可能性

対応方針

継続が妥当　・　視点３による見直し後継続が妥当　・　継続は妥当ではない

【視点２】

今　後　の

事業の進捗

の見込み

継続が妥当　・　視点３による見直し後継続が妥当　・　継続は妥当ではない

　各排水路の現場状況を考慮し、区間ごとに経済性・施工性の観点から最適な構造・工法を検
討・採用することでコスト縮減を図る。

事　業　量 排水路工　延長3,832m 2,421 80 350

事　　業

概　　要

【視点１】

事　業　の

20,783,518

再評価理由 事業採択(H25)後10年間が経過した時点で継続中 平成 年度

事　業　費
（百万円）

全体計画事業費 R3年度まで R4年度 R5年度見込 R6年度以降

7982,670 1,552 58 263

地　区　名 米津排水路 関係市町村 浜松市

事業採択年度 平成 年度 計画期間 平成25年度　～　令和７年度

番号 4

事　業　名 農地防災事業 事業主体

　地域住民からは、令和４年の台風15号の際に、先行して改修した屋島川での効果を実感してお
り、未整備区間が残る米津排水路の早期完成を望む声が上がっている。本事業により湛水被害が
軽減されることで安定した農業経営が図られるとともに、生活環境の安全性向上が地域全体の活
性化に繋がることから、事業の早期完成を目指していく。

　本地区の流域では、周辺の土地利用の変化等により、排水路への流入量が増加し、現況の通水
断面では流下能力不足となっている。
　また、昭和30年代前半に築造された施設であり老朽化の進行により、既設護岸ブロック等の崩
壊が通水を阻害し、豪雨時には農用地等に甚大な被害を及ぼす危険性が高まっている。このた
め、早急に改修を実施し、農用地等に係る災害を未然に防止するとともに、農業生産の維持、農
業経営の安定化を図る。

資料2(様式1)

静　岡　県

981

8,076,593

　令和４年度までに屋島川の改修が完了し、米津排水路においても計画延長の約半分が完了して
いる。今後は、残施工区間を複数区間に分け計画的に施工することで進捗率を上げ、令和７年度
までに完了する見込みである。

2.57
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費用対効果の分析資料 担当部課名　       　　　　農地保全課

作物生産効果

［便　  益］＝ 千円
維持管理費節減効果

［便　  益］＝ △ 74,282 千円
国産農産物安定供給効果

［便　  益］＝ 千円
災害防止効果（農業関係資産）

［便　  益］＝ 5,180,401 千円
災害防止効果（一般資産）

［便　  益］＝ 13,825,241 千円
災害防止効果（公共資産）

［便　  益］＝ 1,852,158 千円

総便益
0 + △ 74,282 + 0 + 5,180,401 + 13,825,241 + 1,852,158 　　　　　　千円

＝ 20,783,518
総費用

① 事業着手時の資産価額 2,667,561 千円（既施設の資産額を減価償却により整理）
② 当該事業費 2,913,129 千円（当該事業で整備する施設費用）
③ 関連事業費 0 千円（当該事業に関連する施設の費用）
④ 評価期間における再整備費 2,898,498 千円（工事期間＋４０年の評価期間内の再整備費）
⑤ 評価期間終了時点の資産価額 402,595 千円（工事期間＋４０年の評価期間終了時の資産額）

総費用＝①＋②＋③＋④－⑤
8,076,593 千円

①総便益 20,783,518 千円
②総費用 8,076,593 千円
　　総費用総便益比　＝ 2.57

 

総
費
用
の
内
訳

総費用総便益比

事業名 農地防災事業 地区名 米津排水路 （よねづはいすいろ）

総

便

益

額

の

内

訳

効　果　の　算　定

　農業用排水路の改良整備により、水田が排水状況が改善され作物（水稲）増収の効果が発生する。また、裏作（玉ねぎ
等)の作付け増加が見込まれる。

農業用排水路の整備により、維持管理する施設の面積が増量するため、施設がない場合に比べて維持管理費が増加する。

　農業用排水路の整備による農地や水利条件の改善により、国産農産物の安定供給が図れるため、国民が感じる安心感の効
果が発生する。

　農業用排水路を整備することにより、異常気象時における農作物（水稲）への被害や農地、農道、支線排水路等の復旧被
害の費用の軽減が見込まれる。

　農業用排水路を整備することにより、異常気象時における地区内にある宅地や事業所への浸水を軽減し、清掃費用や修繕
や営業停止に伴う損失など、被害の軽減が見込まれる。

　農業用排水路を整備することにより、異常気象時における地区内にある市道への湛水を軽減し、その復旧費用の軽減が見
込まれる。
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位置図 農地防災事業 米津排水路地区
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農地防災事業　米津排水路地区　事業効果説明資料

位 置 図

ため池等整備事業 米津排水路地区 計画一般図

実施前の湛水状況(H24.8.14豪雨)
24時間雨量

183mm

施工箇所：浜松市南区

受益面積：149.0ha（水田59.2ha、畑：89.8ha）

工 期：平成25年度～令和７年度(平成32年度)

事 業 費：2,670百万円(1,039百万円)

事業内容：排水路工 延長3,832ｍ

受益地内の水田受益地内の水田

受益地内の道路 受益地内の畑地
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施 設 の 状 況

米津排水路 整備前 米津排水路 整備後

屋島川 整備前 屋島川 整備後

拡幅改修による排水能力の増加

効果の発現状況

【農作物の品質向上】排水改良により地域全体で良質な玉ねぎ等を栽培

玉ねぎ収穫状況

24時間雨量 260mm

(基準雨量 24時間雨量199mm)

日本農業賞特別賞受賞記事 玉ねぎ作付面積と生産額の推移

流下能力4.07m3/s 流下能力5.90m3/s

流下能力1.759m3/s 流下能力2.85m3/s

ブロックの沈下・破損

ブロックの沈下・破損

多面的機能発揮促進事業活動状況【倉松農地保全会】【排水能力の増加】

R4.9.23台風15号での湛水被害無
（屋島川：この時点で、概ね8割改修済） 倉松農地保全会による農業用施設の点検状況と環境活動

5.1m 4.9m

1.4m0.9m

6.6m

1.6m
1.2m

6.6m

既設；2面張り水路 整備後：3面張り水路

整備後：3面張り水路既設；2面張り水路
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